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エカフェ地域では鉛鉱･亜鉛鉱はか在りの生産があ

り中でも豪州が断然第一位をしめる.日本は亜鉛鉱

をかなり産しビノレマ1インド曲韓国曲フィリピンおよ

びタイも少量なカミら鉛や/あるいは亜鉛の鉱物を生産

する.最近インドに欠きた鉛一亜鉛の鉱床が発見され

近い内に同国の生産はかたり上昇するものと思われる｡

ビノレマの有名なBawdwin鉱山は醜O年までは世界屈

指の鉛一亜鉛鉱山であったが以後振わず最近にたっ

て国連開発計画の調査班がその再建について勧告を行な

っている(文献16).本城における鉛･亜鉛生産に関す

る統計を表互に示す｡

表至:王968年度撚定鉛1亜鉛生産商(1,000t)

�出鉱鐙(金椛分)��金j1翁生産高���二鱗商(精製金屑)

�鉛�鐙鉛�鉛�亜鉛�鉛�亜鉛

…'｣������

靭1位ユユｰ������

シｰラ:ノド�373�393�203�201�70�112

費率�63�26遂�161�600�ユ94�490

インド�未詳�13�1.6�20�未詳�未詳

韓国�31�29�3.1�2.4�未喬羊�未詳

どルマ�G.6�?.5�■�8.5�未詳�未詳

タイ�6.8�一�■�一�未詳�未詳

フィリピン�一�'�一�2.1�未詳�未詳

豪州を除くア������

シア全域�至15.�338�179�625�286�675

非共産圏全世������

界�2,237�3,936�2,891�3,652�2,934�3,727

��佛考:ビルマタイおよび多分韓国もその山鉱量の数字は精鉱の分であ����

消費商(精製金屑)

メコン河下流々域諸国の鉛鉱亜鉛鉱

水域内には未詳鉱床･鉱兆のさらに調査の妻あるもの

が多数しられている.しかし詳細が不明な北ベトナム

を除けば本城で現在鉛･亜鉛鉱の産出をみているの

はタイ国のみである.カンボジアにおいてはこれまで

にしられた所からするとSamrOng鉱床につきまず地化

学土壌調査を行ないその結果がよければ地域をえら

んで物理探査を施すのかよい｡ラオスにあっては鉛

･亜鉛の鉱兆は北中央部のX始㎎K1湖ang;恥羅

Louang;Tc比po舵県およびS記｡鵬県たどにしられ

いずれも将来の地表地質調査地化学探査に凌つ､タ

イにおいてほ既知鉛1亜鉛鉱床中にはタイ鉱産資源局

や各社の手で調査由評価ずみのものもあり現在調査中

のものもある.また賄皿鮎皿狐鉱床その他試掘鉱区

予定と放ったものもある.ベトナムについては前述の

ように北ベトナムの状況は未詳であるが南ベトナムで

は戦争状態が終わり次第現在は放棄されているDu･

B0銅一亜鉛鉱山およびB㎝Mie氾黄鉄鉱一鉛鉱山両方

の再調査を行危う計画がある.また全国にわたって鉛

･亜鉛そのほかの諸金属探査のため地化学予備探査を

実施の要がある.本城の鉛鉱は通常銀を回収可能量

含んでいる..しかし亜鉛鉱申のカドミウム含有量につ

いてはしられる所ほとんどなくタイペトナムなどで

採掘された鉱石からカドミウムを回収した記録はない.

タイのN㎝gPhai鉱山彦鉛1亜鉛鉱の中のカドミウム

含有量は第2表のごとくO.5%一1%とされている.

表2:タイ国Non獲跳ai鉱山産鉛一渡鉛鉱抑)カ1ごミウム

試料�番号�!�2�3�4�5�6

鉛�分%�70.O�29.2�21.1�38.3�36.8�38.4

皿�鉛分%�7.2�31.6�裏2.O�32.7�32.8�27,8

�カドミウム分%�O.76�O.72�O.88�0,62�O.58�0,49

�Cd:Zn比�1:10�1:44�1:48�1153�1:57�1:32

�試料1;鉛鉱試料������

試料1鉛鉱試料

2-6:鉛･亜鉛混合鉱の｡hannel-cut試料

これらの結果からすればカドミウムの含有量はかたり

高く亜鉛製錬過程中に技術的には回収しうる量である｡

1､カンボジア

カンボジアではKompongSpeu県のSamr㎝g付

近に鉱脈型の鉛一亜鉛鉱床があるほかは若干の鉱兆が�
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北部および東部にしられているのみである､

カンボジアの南西部KompongSpeu県Sam･④n9

付近に一群の鉱脈型鉛一亜鉛鉱床がある.Sa㎜rongは

プノンペン西北西110km-Stu㎎(川の意)PrekThnot

の上流にあって北緯11度50分東経103度55分に位置

する.SamrOngの鉱脈は熱水源のもので成因から

いってジュラ紀初期の花筒岩の迷入に関係がある.

接触変質をうけた岩石は大部分が三畳紀の花筒質砂岩と

硬砂岩(Greywackes)で頁岩および石灰岩をはさみ

櫓曲1断層きわめて激しくところによっては非常に強

い負確化作用をうけている.鉱脈中の主要硫化鉱物と

しては方鉛鉱閃亜鉛鉱および黄鉄鉱があり若干の

黄銅鉱磁硫鉄鉱および白鉄鉱を伴う､ところによっ

ては錫の硫化物である硫錫石が痕跡程度あるといわれ

このめずらしい鉱物の産出という点から興味がある､

当鉱床離は19世紀中葉一時稼行されたことがありシ

ナ人が数か所露天掘の跡を残している.この地方に

ついてはフランスのBRGMがカンボジア政府のため

1961-62年に再調査した(文献10).当地域は道路の便

がよくまだ検討の価値あるものと思われるのでさら

に地化学土壌調査を試みるべきであるかもしれない.

北東カンボジアの鉛鉱兆

方鉛鉱がこれまでカンボジア北部および東部の各所

でしられているか大部分鉱兆は小さ汰ものか精査実

施に至っていたいものかである.その一つはカンボジ

アの最北東端丁0nユeSan渓谷にあり北緯ユ4度9分

東経1岬度15分のBanChai村付近にある.ここでは

方鉛鉱は石英脈中にあり輝銅鉱･黄銅鉱などの銅鉱物

もみられる.'

2.ラオス

ラオスには方鉛鉱の鉱脈は非常にたくさんみられ通

常他の硫化物を含み特に閃亜鉛鉱輝安鉱および毒砂

(mispicke1,FeAsS)が多い.またこれら鉱脈で銀

の高品位のものも少なくない.

既知鉱床は次の四地方にしられる:

1)北一中央ラオス(XiengKhouan9)

2)ラオスｰベトナム国境のDienBienPhu付近

古)Savannakhet県TchePone

4)南部ラオス

1a)北一中央ラオス(Xie猟9Kh⑰湖ang地方)

無数の方鉛鉱一閃亜鉛鉱々脈がXie㎎KhOuangを

中心とする地区とジャｰル平原とに知られている.そ

メコン扱下流流域の鉛･亜鉛鉱床分亦図

の内には露頭部で探査をうけたものも若干あるが地

化学探査や地下探査は未だかつて行在われたことがた

い.このうち7鉱兆についてCheym0王が記載し(文

献4)S･urinは文献13でその他のもの多数を記録して

いる.そのいずれの場合も各産地についての座標は

当時使用された地図そのものが不正確なものであったた

め信用できたいものと思われる.既知鉱兆はいずれも

特に重要なものはたく本地区については系統だった組

織的な地質図作成作業と土壌および河川堆積物につい

ての広域にわたる地化学探査とを実施の要があると思わ

れる.鉛咀亜鉛のみたらず銅･水鉛1錫･鉄などの

金属鉱物に関し当地域が興味あることは疑うべくもない.

1b)北ラオスの諸鉱薬

P脇Lo皿伽9

本鉱兆は北緯19度9分東経!02度24分に位置し主都

ビエンチャンの北直距130km地方の中心VangVieng

の北20k皿;PhaLouan9山(且,863㎜)の南東山腹にある.

二畳紀石灰岩中に塊状の方鉛鉱(鉱脈か)が存し二次

成の白鉛鉱(PbCO･)若干を伴うという･輝銀鉱(Ag2

S)を産するという報告もあるが確認されていない.

1967年末PhaLouang未詳鉱床の踏査を胃本の鉱物

調査団(長1福地義寛)が試みたが鉱床露頭には到達

しえず試料若干をもち帰るに止った､詳細は下にの

べる.オラス鉱山局は治安回復次第六未詳鉱床をさ�
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らに詳しく調査しようと計画している.

次に文献21から若干の情報をつけ加えると:.

PhaLo皿段㎎鉱床に至るにはビエンチャンから自動

車または小型飛行機でya㎎Viengに至りここから

BanPhaT登㎎までかたりの悪路ながらジｰプまたはト

ラックを通ずる｡BanPhaTa㎎から本鉱床までは

Nam(川の意)So皿g右岸のジャングノレ中の小径を登るこ

ととたる.本鉱床周辺の地質は石炭紀のものとされる

石灰岩砂岩粘板岩次どの累層からたりその走向は

ほぼ北西で70度～90度東に傾斜する.PhaL㎝a㎎の

山の主体の尾根はほとんど全部石灰岩で同岩の絶壁

に囲まれ全般に急峻た地形をたす.

鉱床は方鉛鉱を主体とするが前述の通り調査当時は

治安その他の関係から露頭の位置塞では到達しえず

Ba奴PhaT･㎎の北々東約5皇雌の晦狐NW1Nam

Gen両河の合流点にあるラオス軍兵舎跡に集積してあ

った3一鉦の鉱石から若干の試料を採取するに止った.

従って本鉱床の型や規模などについては全く不明であ

るが採取した方鉛鉱試料の分析結果は鉛8王.57%

銀!五89/tおよび鉛66-46%銀649/tであった.

結論として鉱床の露頭はきわめて急峻た山岳地帯に

あり交通は非常に不便なため開発はきわめて困難と思

われるが鉱石自体は高品位であるのでさらに露頭の

状況を調査の要があろうとしている｡

禦簸磐滋y駁滋s&燃

本鉱苑は賂北緯王9度3分東経101度52分に位置し

艶狙砧雌yの南東メコン河の東側ごくわずかの距離に

ある｡輝安鉱少々を伴う方鉛鉱の鉱脈が一条あり厚

さ五.舳から3m走向方向に数10皿の間追跡しうる.

この方鉛鉱の分析結果では銀5259/tがみられた.(イ

ンドシナ50万分の至地質図ビエンチャン図幅参照).

BamNa工1Tho皿9

当鉱兆にあっては鉛･亜鉛鉱物は銅と共に存する.

(銅の章2､ラオス〔1)ビエンチャン県BanNam-

Thon墨の項参照).

2)ラ本スｰペトナム国境の沁i帥逓i帥Ph“特近

DienBie臓Phuは第2次世界大戦後越南独立戦争

当時フランス軍が最後に敗退した所として有名である

がこの地方には鉛の鉱兆が多数しられるものの文献

13に引用された座標が不在確なためいずれがラオス側

にありいずれがベトナム側にあるか定かでない｡少

たくとも主要鉱床の一つはベトナム側にあってかつて

かなり大規模に稼行され色ものである.

3)Sav鳳滋徽銚k蕊鐙意県下6倣轡濠⑬滋磐

本未詳鉱床はTchepo鵬の町の北西NamMengの

谷の中にあって略北緯17度東経105度55分Muong

Phin§の北々西約60kmに位置する.鉱化帯の露出は

あまりよく次く方鉛鉱1閃亜鉛鉱および黄鉄鉱などを

含む石英の散地が東西の走向方向に約五00鵬の閥みら

れる､ここを中心とし半径約五Ok㎜の地域には同様の

鉱兆かごの勉にもみられるという｡本鉱床について

は1957年の調査が最新のものでその当時は調査は試

錐を実施するほか方法がないという結論であったかま

ず第一に本城の地化学探査を実施するのか鉱化帯のひ

ろがりと全体の様子をしるの紅役立つことは疑う余地が

ないと思われる､

4)南都う茅ス(S轡舶醜祭)l

BO1ovens高原の南の流紋岩中の石英脈の中に方鉛鉱

がみられる.その一つはMaiPhaiの谷の賂北緯14度

44分東経106度33分に位置する軸触π鞭出の西に

ある､伝えられるところによると且9世紀にはここで

現地住民がか次り開発をしたという(インドシナ50万分

の王地質図一Kh⑪れ意図幅参照)1

Pakseの南々東67k皿メコン河にのぞむBanBoun

の村の10km東北緯14度37分東経105度59分の跳搬眼

腕量の流紋岩中に方鉛鉱1黄銅鉱珀重晶石肢とを含む石

英脈がいくつかみられる.これらの石英豚はみられ

る所では厚さ3～35c㎜で広範囲にわたり一つの網状体

をなし特に高島位の鉱脈はnaQT磁および丁虹晦

N1uとよばれる地点にある･といわれる｡本域はさらに

調査の要があろう.

Seko皿9の谷にそって既知諸鉱兆につき王蛎8一鴉

牢の野外調査期(1958年後期から1959年前期への乾湶季

と思われる)に調査が実施された(文献20).踏査され

た鉱兆はすべて経済的循値汰しと報晋られている.

3.タイ

鉛･亜鉛鉱物を含有する熱水成鉱脈はタイにはきわ

めて広い分布を示し特に三畳紀花蘭岩･花陶閃緑岩の

迷入する地層に多い.しかし既知鉱床中特に注目す

べきものはあまり多くはなく大きくわけて次の六つの

地方に分布する:

�

㈩

㌩

�

�

�

Kanchanabur1地方

MaeSot地方(Tak県)一Maesod(ともかく)

Hu盆三Th狐ユ地方(Phrae県)

P泌Khum地方(Loei県)

跳芭充Cha1地n地方

α下1段ngMai地方�
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表3:タイ園の鉛･蛆鉛鉱生産商(1948年一ユ970年)

年次1(鵠釦鱗

地

��

��

��

195エ

ユ952

��

エ954

��

��

至957

王958

至959

��

��

��

ユ963

��

��

��

至967

ユ968

��

王970

王j竃一5j弓

亡

2c.蟹

356｡⑪

1,355､⑪

㈬��　

2,星60.0

����

����

����

���　

��㈮　

㈬㌴�　

�㌰��

��　

�㈰�

��　

��　

���

���

��㌶

��　

���

�㈳　

その他の地方

Sukhotムai

㈰�

地方

PhetCbabun地方

�

L腕1地力6

C血玉angM置i地力

�

会

計

�

㈰�

㌵�　

�㌵�　

㈬��　

㈬��　

����

����

����

���　

��㈮　

㈬㌴�　

�㌰�　

��　

�㈰�

5皇550

5壷030

8,王25

12里404

���

��　

���

�㈳　

合計1,119

百万Baht

�あ慨瓷啓匱�

工948-1959:

�����

��湧�癥汯��瑳楮�楡慮����慳琱����

MineralReso岨｡esDevelopmentSeriesNo.27(1967),U.泌｡

クイ国鉱産資源局

がかけられたときくが未だもって開発の

段に至らない｡タイ政府としては鉛･亜

鉛鉱に限らず各種鉱産物をできるだけ付

加価値の大きな製品として輸出したい意向

で現地精錬を強く求めているようである.

現在までにタイ国鉱産資源局および私企業牟これらの

鉱床を調査してきておりphuKhu皿地方とLoei地

方のものについては探鉱権が与えられると公告されてい

る.タイ国の鉛曲亜鉛鉱の産出をみると表3のごとく

でそのほとんど全量がKanchanaburi地方の産である.

その他のChiangMaしPhetchabmおよびLoe三など

の各地方からも50t程度以下の生産の報ぜられた年はあ

るもののいずれも散発的で永続的に生産があったわ

けではない.現在ではKanchanabur1地方のNong

Phaiが事実上唯一の生産地である.

表3にみられるように1956年以降生産量は減少し

1963年まで年産6,000t未満に止っていたがこれは当時

の市況と主産地Kanchanabur呈地方の既知鉱床が洞渇し

てきたことによるとされ1964年末の全埋蔵量は約2万

トンにすぎないといわれていたが(文献29)一方では

14万トンとの計算もある(文献30).

Kanchanaburi地方のボｰガム鉱山MaeSot地方の

ハダン鉱床など日本側の鉱山会社の手により調査され

たものがあり後者については多大の労力･経費･l1等間

1)Kam血釦ab旭ri地方

この地方はタイ曲ビルマ国境にそい南北

に走る古い地向斜地帯に属し多くの花陶

岩類の迷入をみる.上述のように現在ま

でのタイの鉛･亜鉛鉱の主産地で既知鉱

床の数カミ多くその二･三のものは多年に

わたり稼行されている.現在さらに探査

が進められていて麗知鉱床の鉱量か明ら

かにされることと共に新鉱床の発蒐カ期

2.3待されている.

㈬�

2.8Nong亙hai鉱山

2･5本鉱山はK椛iYa三1KwalNo豆の両河

��

の分水嶺上の僻地にあり北緯14度45分

��

東経98度49分に位置する.鉛･亜鉛鉱床

��

は石灰岩中の圧砕帯に伴う交代鉱床または

㈷�

裂瞬充填鉱床としてみられる.鉱石は紬

㈲�

12.O粒の方鉛鉱からなり少量の閃亜鉛鉱を伴い

黄鉄鉱若干をみる.本鉱床は19至2年の発

見にかかり以来かたりの規模で稼行され

今日に至っている.生産のほとんど全量

(沢顛編)

が輸出にむけられ主としてオランダ1ド

イッヘ出荷される(表遂).近年では本鉱山の生産が事

実上タイ国の鉛･亜鉛全生産量を占め鉛が大部分の鉛

･亜鉛の混合精鉱として生産量が示されまたその形で

輸出されている.生産高は次表に示すごとく1966年以

来低減しているが現在実施中の探査の結果多数の新

鉱体がみつかっている.

NongPhai鉱山鉛･亜鉛精鉱生産高(1964-68年トン)

ユ964年

��

��

��

��

8,ユ25

���

��㌶

��　

6字477

2)MaeSot地方(Tak県)

Pa腕eng亜鉛鉱床

本鉱床はバンコク北西直距約400km一タク県に属しビ

ノレマ世タイ国境に接するMaeSotの町(海抜200㎜)の

南東12krn北緯16度39分東経98度40分に位置する.�
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表4:タイ国の鉛･泌鉛鉱輸出商(1960年一1969年)

年次����輸出先�����

�日本�フランス�ベルギｰ������合音1･

����イタリア�西独�オランダ�イギリス��

�1:�t�重�t�t�t�t��

1960����300�2,240����t百万パｰソ

�'�■�'���2,100�400�5,040�2.5

1961�一�一�■�1,400�700�2,490�1,350�5,940�3.0

1962�■�一�工,000�600�2,021�一�600�4,221�2.1

1963�`�700�2,750�625�一�280�200�4,555�2.3

196雀�400�一�6.250�一�■�'�1,685�8,335�6.7

至965�62�一�3,095�300�'�8,491�一�11,948�10.O

星966�'�'�一�2,200�2,015�8,128�■�12,343�42.O

星967�一�一�65⑪�一�■�7,880�1,400�9,930�33,8

1968�･�■�28G�一�1,200�5,375�一�6,855�23.3

ユ96募�一�一�一�'�ユ,500�3,008�一�4,508�12.8

�����資艦:タイ園鉱産資源局(沢固編)2Cバｰツニ約1米ドル����

住友金属鉱山株式会社か1957年以来多年にわたり多くの

労力と経費とをついやして調査されたところで詳細は

文献22等を参照いただきたい由

本鉱床の主鉱体はPaDaeng山塊(海抜690m)の稜線

にまた秘る鞍状のものでこの他その周辺北西方向に

貸､700皿にわたって散在する数個の小露頭がみられる.

鉱石鉱物はおもに炭酸亜鉛鉱掴珪酸亜鉛鉱である.主

鉱体の埋蔵量は30⑪万トン平均亜鉛品位35劣化の小

露頭は経済的闘発対象鉱量とは考えられないという､

臨泌e㎎主鉱体は中生代砒0ra重統のKa㎜awka1a

石灰岩類の中粒石灰岩あるいは白雲岩これらと石灰

質砂岩曲珪質砂岩との互層中に胚胎され異極鉱山菱亜

鉛鉱1亜鉛華1水酸化鉄その他含亜鉛粘土鉱物等と

脈看としての石英1方解石曲貞磐土石由粘土鉱物などか

ら在りこれらの相互の関係は規則性に乏しくかなり複

雑である.本鉱体中には現在は硫化物は全くみられな

いが周囲の小露頭でみられる硫化物と酸化物との関係

から元は現在地あるいはその付近にかたりの硫化物の

富鉱部カミ存在し熱帯の高温と天水との作用により二

次的に周囲の石灰質岩1珪質砂岩を交代して炭酸物･珪

享

劇〆/て/一一

を

基

1機蟻〃＼

奪^/

牽榊鰍e

少P'1,一ノ

ヂ

梯

係

ム㈹榔7

多'泌

筆者のスケッチ

2Cハｰツニ約1米ドル

酸物を生じ特に石灰岩のわれめ

あるいは洞穴にそって局部的に深

い富鉱部を形成しまた硫酸亜鉛

･硫酸鉄溶液の作用により亜鉛

･鉄を多分に含む粘土鉱物を混え

た軟質鉱を生じたものと思われる

という.大規模な構造規制は認

められず火成岩体の迷入も30虹

以内にはみられなく.遠願離の低

温溶液による交代作用が考えられ

ている.1971年3月タイ政府

の求めにより著者を含むエカフ

エ調査団が本鉱床の企業化可能

性検討に関する踏査を試みた｡

3)亙蝸i砒am地方(脳r船祭)

H醐i舳am未詳鉱床

本鉱床はタイ国有鉄道B･ng隻｡隻一Chia㎎Ma三線Ban

Pin駅の東北東2kmにありBanBo村の東1隻㎜北緯

18度12分東経99度54分に位置する.閃亜鉛鉱を含み

若干の方鉛鉱とわずかの黄鉄鉱とを伴う狭い石英脈数条

がみられる､母岩は粘板岩で本鉱脈は成因的には

付近にあるモンゾニ岩一花嵩砦の迷入に関係あるものの

ごとくである.現地住民の手により閃亜鉛鉱若干が

これまでに浅い穴をほって手掘りにされている､

4)Ph皿Kh11m地方(Lo思量県)

Ph皿鮎祖聯鉛亜鉛未詳鉱床

本域には第一phuKhum1第二I侃Kh㎎独の二鉱

床がしられ北緯17度23分東経10ユ度5⑪分のLぬ町商

東それぞれ15曲20k皿の点に位置する.いずれも花購

閃緑岩質小避入体の周辺に二畳紀石灰岩申に胚胎した

接触交代鉱床である.本鉱床については地化学探査･

物理探査･試錐たどを伴うやや詳しい調査カ海されたが

(文献2･519)品位1鉱量についての試算は行な

われていない.

第一ph皿Kh皿m鉱床:BanN㎝gYaSaiの村の東

2kmにあるPhuKhumの丘にはかつて稼行した跡が

ある.同丘は石灰岩よりなり西側には花商閃緑岩が

みられる｡鉛亜鉛の鉱化がみられるのは灰磐柘榴石

Grossu1arite透角閃石Tremo1ite珪灰石Wo11ast㎝1まe

のごとき石灰一珪酸鉱物にとむ含硫化物スカノレンの形で

ある.�
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第二跳巫醐皿m鉱床:本鉱床にも時代未詳の欠きた

ほりあとがあり斑状微花筒閃緑岩の一心遊入体とこ

れをとりかこむ二畳紀石灰岩との接触部付近にみられる.

地表では金属鉱化作用の跡はほとんど認められたいが

地化学探査物理探査の結果鉱化地域の範囲カ湖らか

にされている.試錐の結果一坑では深度86m･で方鉛

鉱一閃亜鉛鉱一黄鉄鉱を3m一にわたって切りこの鉱帯

は方鉛鉱一閃亜鉛鉱60%黄鉄鉱35%方解石5%とさ

れている.その他の試錐坑ではかたりの量の黄鉄鉱

は時時みているが鉛亜鉛の鉱化は痕跡程度であった.

§)跳銚出ab脳服県とChi8皿弩獺ai県

両県には鉛鉱床の存在か報ぜられ時に生産カミあった

と伝えられているものの詳細は現在の所まだ不明であ

る.以上Dr.W0R醐ANの報ずるものの他次のご

ときものがある:

亙an必a醐b肚童地方

Kh概aeY象1河以西タイｰビルマ国境以東の北西方

向にのびる一帯に北からしanka1Bohgham･Nong

Pha1(既述)曲BoNo豆1pi1okおよびSongKhw舵の6

鉱山がある..Bohgham鉱山の詳細については文献23

124を参照願いたい.文献24によればBohgham鉱

山ではオルドヴィス紀石灰岩･デボン紀粘板岩･珪岩･

千枚岩次とを不整合におおい北々西方向に走る二畳･

石炭紀の石灰岩があり鉱床はこの石灰岩中に胚胎する.

これら堆積岩申には白亜紀花開岩類の遊入がみられるが

その露出は鉱床地帯の西方数10k血のタイｰビルマ国境

の山岳部にある.鉱床は鉛を主とし石灰岩の層理に

整合的に一定の層序内に数層をだして分布する.局部

的には断層にそい膨縮する鉱脈状のものもあるがその

分布の割合いはきわめて少放い.最上位の鉱床は厚さ

10数皿の間に薄い鉱層が逐一5層石灰岩の層理にそい局

部的にレンズをだして存しがって露天掘された断崖が

みられる.局部的には石灰岩を切ることもあるが薄

層からなる縞状の鉱体は層理と同じく60-70度の傾斜を

もつ.縞状の部分は鉱石のある所では少量の閃亜鉛

鉱1重晶石を伴う方鉛鉱からなる鉱石の縞と片状の石

灰岩のほか緑泥石一票幼簾石硝石英からなる緒とからでき

ていて鉱石の存しない所でもこの縞状構造はつづく.

この下位にある第二の鉱床は第一のものと同じく3-

4層の鉱層が石灰岩の層理に整合に分布し坑内掘りで

稼行されている.各鉱層は片状石灰岩と交互に縞状を

呈し局部的に断層により鉱層が重複したり濃集して

ポケット状をなすこともある.最下位の鉱床は鉱層が

1-2枚みられ採掘跡となっていて詳細は明かでない

が上記二鉱床と同様石灰岩の層理に整合的である.

石灰岩の一部が天水に溶解されて再結晶し鉱石も濃集

して塊状の鉱床を形成することがある.文献24の著者

によればタイ西部一帯に堆積した上記二畳･石炭紀層

中にその堆積当時すでに亜鉛を伴う鉛が微量なカミら含

まれていた､白亜紀に至り現在鉱床西方にみられる花

嵩岩体の迷入に伴う変成作用によって石灰岩の再結晶

粘板岩類の変質を生じこのため鉛1亜鉛は特定部に濃

集した.この際大部分の鉛吐亜鉛鉱床は地下水と

変質作用に伴う温度上昇とさらにマグマから上昇する

熱水溶液も加わって二次的な熱水溶液の形で移動し濃

集してきた鉛･亜鉛が整層して生成されたものと考えら

れている.

肋岬㎜g地方には鉛の小派があると報ぜられてい

るが目下の所筆者の手許では詳細は不明である(文

献3).また同じ文献ではタイ国半島部のマレイシア国

境近くYa亘a県Tham,Tha1u郡のタングステンｰ錫の一

鉱脈の中心部に鉛亜鉛鉱の一鉱体があるという･文献

2627によると同県のものは今次大戦前錫鉛の混合

鉱石を水選法では分離しがたいため現地で鋳鉱して一

種の白蟻とし鉛おまび錫の含有歩合によって五品等に

分類していたという･鉱床は火成岩の接触部にあり

錫鉛鉱石の浮選の計画があった由である.

文献26によるとRat必沁ur亘県BoRoNonKoiの

石灰岩中に方鉛鉱1閃亜鉛鉱の鉱床があるとされている.

Phet出曲脳ri地方

KhaoPamrnt皿皿g鉛鉱山(S秘酩脚珊鉱出)

筆者は1969年9月一1970年2月の2回にわたりいずれ

も1～2目の短時目なカミら大倉商事株式会社1S搬醐w

SIRIs州鵬AND氏および日本重晶石調査団(団長:神林

鉄五郎氏地質｡鉱床担当:安田嘉男氏)の好意によっ

て上記鉱山を瞥見するの機を与えられた.もとより短

時間の観察ではありかつまた本件は筆者の専門とする

所では泣くあまり読者のお役にはたたぬかと思うが

今まで調べられた方次の所見に筆者のみる所を加えて少�



一60一

ク

･!多重､･

�

淡

■

〃

工

"雛蒙久

養塑4狐･､

繕･､

滋婁余､隷宗画に｡林の窮鮒見られた撃裟洪

｣一二Jぺ

窮王畷虜イ国KhaoP鼠鵬胴tmg鉛鉱山見取図(斜線部に鉱体の露頭がみ

られた197⑪.2沢困･高三公一作成)

本鉱凶の位置は跳etch星bur1川の中流にあり河面は

海抜約100m鉱床は河面よりさらに約300㎜高い山稜に

ある(第王図).この地域はすべて未開の樹海で木の

高さはおおむね30m一以下である､見学当時は北酉方向

のこの山稜を長さ約400並幅約50m｡にわたって伐木

剥土して探鉱拮採鉱を行なっていた.

本城の地質は古生層の珪岩･硬砂岩咀泥岩で礫岩のみ

られるごともある｡地層の走向は北40度酉傾斜45度

東程度で鉱床のみられる1⊥1稜はこの走行方向に連る.

鉱床はこの母岩の層面にほぼ平行にあるもののよ

うで白色重晶石と方鉛鉱とからなり黄銅鉱の

みられることがある｡鉱山主は重晶石と方鉛鉱

との比は1:夏鉱量を300万ト.ンと考えている.

上記胃本重晶石調査団の報告には鉱床は多くの

平行脈からたると思われる重晶石脈に局部的に

細脈の方鉛鉱を含み連続性は2CC膿前後方鉛

鉱を含む部分は鉱床南部に多いとしてお簑調査

範囲の可採量は3万トン程度とみている.獅⑪

年10月鉱山主の報ずる所では深度40㎜の試錐を

行ない鉱床の北東方向へのつきこみを確認した

由である;調査当時は完全癒地形図試錐資

料はなく上述の鉱量はいずれにしても想像の域

を脱し在いものと考えられる.鉱山の設備は

宿舎曲事務所由道路咀積込み用ゴムポンツｰンな

ど調査に先行して完成していた.

本鉱山についてはタイ国鉱産資源局の調査団が

以前に調査を行ないその後も同局からの採鉱技

師出鉱山地質技師が常時委託調査･助言を行たっ

ている模様である.同局の一報告では鉱床は長

さ500m幅10肌重晶石一鉛製瞬充填鉱脈で

鉛の含有量は深度とともに増し鉱床の走行は北

25度西傾斜は東へ57度と推定している(文献31).

筆者の瞥見した所では本鉱床は単一の大き改鉱

脈ではなく多数のレンズ状鉱体の集合のように思われ

た1970年2月訪間当時調査地区北部曲率部の五地

点での測定では鉱体の上面は北から東へ遂O度の方向に

遂8度の傾斜26度方向に24度360度方向に25度50度

方向に45度40度方向に遂8度の傾斜であった.若干の

露頭の観察および筆者の印象からすると鉱体の一般的

た走行咀傾斜は鉱床のみ.られる山稜の北東側傾斜面に

ほぼ平行のように思われ鉱床生成による母岩の硬化と

鉱床自体の浸蝕に対する強さとからこのよう故地形をみ

るにいたったものと考えられる.鉱体は上記のように

多く地層の層面に平行であるごとく鉱山主の報ずる誠一

錐の結果もこれを裏がきするもののようである.母岩

の一つである珪岩はチョコレｰト色から褐色細粒で

厚さ5～20㎝1レンズ状を呈し泥岩は風化して緑色とな

る.重晶石は白･淡紫色一灰色などを呈し観察され

た最大の厚さは約1mであった.方鉛鉱はこの重晶石

中に不規則にふくまれ大部分細粒である.鉛の含有

量が深度とともに増加するとのタイ側の所見については

これを裏うちすべき現象をみることができなかった､

ユ㈱年2月訪問時の鉱山要員は鉱山主のほか監督3

職長3労働者59でいずれも専門の鉱山技術者ではた

い.前記のごとくタイ鉱産資源局は採鉱技師鉱山地

①Khao馳鵬更ntung鉛鉱!j…鉱床の醐uするI.lI綾南東茨繁む遠く姜こ

Kan盾K蝸ホ柵ダムの貯水絶�
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頁技師を派遣また試錐機を無料で貸与して鉱山を援助

していおりまた今までに西独和冒本その他の技術者が

来訪している.鉱山主ののべる所によると鉛鉱は西

独に輸出し含有鉛分65%以上15-20%の重晶石が鉱

石に含まれていると思われる.含有銀分については補

償される･第一回の輸出は5呈500トンで1970年4月

一5月ごろ大量の鉛鉱を西独に輸出する予定とのことで

あった.

1鉱石の輸送計画ではKaengKrachanダムサイトまで

40トンないし80トンの鋼製はしけ6艘を用いダムサイ

トからPhetchaburi海岸の貯鉱場までは10ドンダン

プカｰこれより本船まではしけを用いる.山元よ

り本船つみこみまでの経費はトン当り7.50米ドノレと推

定されている.ただしこの計画はおもに重晶石を対象

としたもののようである.

4.ベトナム

ベトナムにおいては現在までに全国多数の各地から鉛

1亜鉛の生産をみている.既知鉱床のおもなものは

DucBo(亜鉛一銅)およびBongMieu(鉛一硫黄)でい

ずれも9uangTin果にありまたノ･ノイ北方のChO

Dien(またはChoDon)地区も大きい.ベトナムにお

ける1940年以前の稼行対象は主として亜鉛であった.

1920年代が全盛期で以後急速に衰微したことは次表

の生産高力童示す通りである:

1926年唖鉛分

工932隼亜鉛分

!939牢亜鉛分

文献26帝28によれば

61,900トン

王O呈王00トン

5,867トン

戦前のフランス領インドシナの

②蜘土･採鉱[1]のブルドｰザｰ手脇ハンマｰ

のわきは手遊した方鉛鉱拠の111

1939年度亜鉛鉱生産高は13,00叶ン(亜鉛公約46%)古

くから相当探鉱開発が行なわれていたカミ大鉱床の発見

はなく小鉱床の存在カミ明らかにされていた.鉱床は

主として古生代または中生代の石灰岩中に発達する.

とんきん

北ベトナムの東京地方には比較的重要た鉱床がありそ

のおもたものは

SongGam流域のBacKan地区(またはB{丑｡Kam)

SongGam流域のTuyenQuang地区

S㎝gCau流域のThaiNguygen地区(太原)

SongToung流域のL柵gSon地区(諒山)

の4地域である｡この内BacKa鷲地区には閃亜鉛鉱

1異極鉱からなる鉱床が比較的多数発見される,同地

方の鉱床は石灰岩中の石英鉱脈あるいは鉱嚢で露頭付

近は酸化帯をだし珪酸亜鉛鉱または菱亜鉛鉱が石灰岩

中または同時代の片岩上に堆積する.La㎎Hit鉱山

にみられるように亜鉛鉱床は地下深くなれば鉱脈とな

る.BacKan地区のCho皿i㎝鉱山はTuyenguang

の北東70kmにあり1919年以来印度支郡鉱業冶金余杜

によ二って稼行され当時はフランス領インドシナ最大の

亜鉛鉱山であった､採掘は露天掘により鉱床は片岩

と境する付近のデボン紀または石炭紀と認められる石灰

岩中に胚胎し閃亜鉛鉱および方鉛鉱からたる鉱脈また

は交代鉱床で著しく酸化作用をうける地表近くでは異極

鉱を主体とする富鉱体をなす.本鉱床の生成には中生

代に生じたと思われる破砕帯が重要肢役割を決している.

当時鉱石はBanTh1の年聞総能力四万トシの借焼炉ユ6

基で焙焼されていた.文献28によれば同凶の借焼異

極鉱産額は1923年一万七千トン1924年から至930年まで

は年額二万五千トン以上四万トンに上り以後衰退して

1940年まで毎年一万トンから一万五千

トンを生産していた.鉱量は脳2年

簿繋

③最初にK島鮒恥nemtmg鉛鉱床ダ磁顕

を発見し淀メフレン族の少年とその父親

④ジャングルを背にした午後のお茶刎締j

中央鉱,工性Sampow民

有ポムプ設計技師

左錐脊

蔽
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から地下深所の発達は期しがたいという畠しかしCho

D亘e∬地区とこれと並列するL狐望･Y艶地区はさらに

広域にわたる調査が必要としている砧

丁胴n雲跳鉱出はTuyengumg地区のSongGam

の東岸にあり前記ChODien鉱床と同型でこれより

はるかに小規模の鉱床である.1906年から1931年まで

の間の生産高25万トンであった.

も塾鴫醐竜鉱出はTba三Ng岬慧搬の地区の北17k皿

So双Cau河左崖にあり鉱床は石灰岩および変成岩中

の系統的な断層刺こ胚胎ナる吐鉱石は異極鉱および閃

亜鉛鉱に方鉛鉱を含み鉱脈は地層に平行政裂鱒および

地層聞に存在する｡小袋瞬が主要鉱脈を切断する部分

は高度の富鉱部と怒りまた地下深く進めば硫化鉱にた

る｡194更年調査当時代凶申で1918年豪での生産総額

は亜鉛分50%で約五3万トンであった(文献26)｡

鋤鵬跳璽鉛1銅鉱床

南ベトナムのD泌｡Bo(またはDncPh濠ともいう)は

北緯五5度25分東経蝸度3⑰分D餐N鋤慧市の蘭方80km

にある｡DaNa階籔量蝸⑪皿公道は本鉱{から妓蛆

の地点を通過する｡この地方の地質は先カンフジア紀

と思われる片麻岩一斤岩の複合岩体からな讐鉱床は珪

岩1片岩を貴く網状の石英脈中にあり文献26によると

幅エO搬延長3⑰鰍の規模であるといい妻た文轍27によ

れば幅蛎皿厚さ亙腕長さ300服とされる｡鉱石は銅

藍1蜘b概亘蛇1閃亜鉛鉱1黄銅鉱から在り輝鋼鉱･

自然銅若干を含む.また痕跡程度の鉛1アンチモニｰ

1砒素がみられる.

本鉱床は数世紀前から知られ19世紀後期には銅若干

の生産をみている.同山は1893年フランス人の輯闘す

る所となり当時はおもに壷鉛を求め王9夏逐年までに数

千トンの亜鉛硫化鉱と銅若千とを産した｡以後体凶し

近年に至り南ベトナムの天然資源局の手によ資若干の探

査カミ行なわれた.以前の採鉱に関する記録や休出め

原因についてしられる所少放く往時の尾鉱がみられる

のみであるか試錐を行たって埋蔵量を計算する詩画な

ど戦争状態が終わり次第行なわれようとしている.

蟹鑓露搬鋼業鑑敏一方錐鉱嬉床

葛㎝gM1艶は賞航機がよくその上空を通過する眺

N鋤g市の南7破鵬にあり酪北緯王5度22分東経ユ⑪8度

28分に位置する･鉱石鉱物は合金黄鉄鉱および含銀方

鉛鉱でフランス占領当時螂7年一王9工9年の間に方鉛鉱

搬トン醐8年五符ンの生産があったという｡

本鉱床は臨漁搬地塊を形成する片麻岩類･片岩類

帯に腿胎し間隔40雌および五40皿をおいて硫化鉱物の

鉱脈が三条平行してみられる血主要脈がまた最も富鉱

の部でほとんど全部黄鉄鉱からたり.平均の扉さ至m所

によっては虹に達する.現在のところ硫黄源として

の利用がさし当り考えられようが将来は鉛の生産を再

開することができるかもしれない.

1959年南ベトナム政府は本鉱床の再調査をはじめた

が旧坑はつぶれまたは浸水していた.しかし数鉦狐旧

坑のとりあげができ残留鉱量を計算することに放って

いたカミその結果以前の調査結果ともに公表をみず

作業は戦争のため中断の模様である｡

その飽の諸鉱爽

BinhDin王玉県下立enT虹蝸n村付近のPhじ恥◎泌意地

区および9ui早honの南西地区に方鉛鉱を伴う石英脈

が存する｡詳細は不明であるが1940年以前にこの二

地区で探鉱の行なわれたことがある.吸搬蕩N勃㎜､県

Di甑B触(北緯15度53分東経!08度15分)には銀を含む

閃亜鉛鉱若干があるとされ往昔小規模に稼行されたこ

とがある｡h服Don墨県のY出鮒(またはG1鐙Bac)

(北緯11度21分東経工⑪8度§分)には王926年の報告によれ

ば方鉛鉱がみられるという.分析の一例では鉛83%

銀トンあたザ.駄gであった.

NinhThuan県Kr㎝g跳窪(北緯u度遂9分東経工⑪8度

43分)にも鉛一銅一銀鉱の存在が互921年の報告に示され

分析結果は鉛2?､物銅1.蛎銀トン当り五､28㎏と

いう｡以上2件は再調査の要がある.

北ベトナムには前述の諸地域の他多数鉛･亜鉛の小

鉱床がありY甑Ba至に近い紅河西岸の山中のTu1eに

あるものは大きい可能性がある.

ま花ラオスの項でのべた戦後独立戦争末期仏軍敗退の

地として有名な脳飢B三航跳孤付近一帯には鉛亜鉛の

鉱苑が無数あるものの詳細ぽ不明である吉その内の一

っ跳概鐵象(絡北緯弧度22分東経鵬度O⑰分)のもの

はかって大規模に稼行されたこと淋あると伝えられそ

の方鉛鉱の分析績果では銀分五.22跳という(文献王5)｡

その地｡畳む蚤昭県泌⑩孤曼艶紀璽鉛鉱山カ麦あり

また畿i成倣塁市の北東直駆砥孤の9醜㎎Y艶町1こ

は大戦串焼鉱炉一基蒸溜炉三基(醐2年夏潟現在一基

増設帯)を備えたQ峨㎎Y艶精錬所があり｡貼D至蜜n

鉱凶からの亜鉛分遅脇の精鉱を臨泌石籔y炭を用いて処

理し赫位98.5%の亜鉛塊年彫､00破な生産し(独2年玉

肩現在)ていた.同所はQ雌㎎Ye皿炭罵に隣接し

臨歪曲◎鴛慧港にも近く石炭その他わ物資輸送に至便の

位置にあった(文献28)｡�
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